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貞松院の特別公開で来場者に説明する山田雄道住職㊧
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徳
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家
ゆ
か
り
の
品
々

諏
訪
貞
松
院
の
宝
物
特
別
公
開

諏
訪
市
諏
訪
2
の
貞
松
院
（
山
田
雄
道
住
職
）
は
8
日
、

所
蔵
す
る
宝
物
の
特
別
公
開
を
同
院
で
開
い
た
。
徳
川
家
康

の
六
男
松
平
忠
輝
ゆ
か
り
の
品
を
中
心
に
、
古
九
谷
の
大
皿

や
肖
像
画
な
ど
約
彗
巻
公
開
。
尺
八
の
一
種
で
あ
る
「
乃

中
敷
」
を
模
し
て
作
ら
れ
た
「
秋
声
」
の
演
奏
も
あ
り
、
会

場
は
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
　
（
濱
翔
貴
）

尺
八
「
秋
声
」

特
別
公
開
は
2
0
1
7
年
以

来
。
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う

す
る
家
康
」
で
家
康
に
注
目
が
集

ま
る
中
、
徳
川
家
ゆ
か
り
の
品
々

を
拝
観
し
た
い
と
い
う
声
に
応
え

た。

音
色
響
く

忠
輝
の
墓
所
で
あ
り
、
多
く
の

遺
品
を
守
り
伝
え
て
い
る
貞
松

院
。
今
回
の
公
開
で
は
、
家
康
が

忠
輝
に
与
え
た
乃
可
勢
や
忠
輝
に

宛
て
ら
れ
た
令
状
、
大
坂
夏
の
陣

で
使
っ
た
と
さ
れ
る
陣
羽
織
と
陣

太
鼓
な
ど
を
展
示
し
た
。

来
場
し
た
河
西
忠
雄
さ
ん
＝
同

市
田
辺
＝
は
「
江
戸
時
代
な
ど
で

使
わ
れ
た
も
の
が
目
の
前
に
あ

る
。
と
て
も
感
激
す
る
」
と
目
を

輝
か
せ
て
い
た
。

山
田
住
職
は
「
地
元
に
歴
史
上

の
人
物
が
い
た
こ
と
な
ど
を
知
る

機
会
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
。
ぜ
ひ

自
分
の
町
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

本
堂
で
行
わ
れ
た
秋
声
の
演
奏

に
は
約
1
0
0
人
が
集
ま
っ
た
。

都
山
流
大
師
範
の
両
角
粋
山
さ
ん

が
、
現
代
の
尺
八
と
の
違
い
を
相

加
し
な
が
ら
「
ふ
る
さ
と
」
な
ど

4
曲
を
奏
で
た
。


